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今年もボーイスカウト目黒 

一団へのご協力ありがとうご 
ざいました。 

皆さんにとってどんな年で 
したでしょうか？2014 年もあ 
とわずかで幕を閉じます。 

来年は第２３回世界スカウ 
トジャンボリーが山口県のき 
らら浜で開催されます。4 年 
に 1 度の世界ジャンボリーが 
・・・それも日本での開催！ 

世界ジャンボリーではさまざまなプログラム
が用意されておりますが今大会の目玉の１つと
して広島で行うピースプログラムです。 

終戦から 70年を迎える広島で世界中から集ま
ったスカウト達が戦争を考え平和について語
り、意見交換し戦争の無い未来を作っていく糸
口を探す為のプログラムです。いまでもどこか
で戦争が続いております。 

日本は清潔で便利で平和です。そして自由で
す。 

でも日本にも恐怖と飢え耐え、親や愛する人
を失っても何も言えず、暗く辛い悲劇があった
事を忘れてはいけないと感じます。 

 
穏やかな年末年始をお迎え下さい。 
2015 年度もよろしくお願い申し上げます。 

100km ハイクに初参加しました。

100km ハイクのことは小さい頃か

ら知っていましたが、まさか自分が

参加する時が来るとは夢にも思っ

ていませんでした。完歩できる自

信は全くありませんでしたが、｢参

加する以上は絶対に完歩したい｣

という思いで、歩く練習をするな

どのできる限りの準備をしてきまし

た。そして本番当日を迎え、様々な

面で厳しいコースでしたが、無事に

完歩することができました。今回

の参加にあたり、目黒 1団の皆さま

にはアドバイスや当日のサポートで

完歩へと導いていただきました。

心から感謝しています。 

11 月 15～16 日、恒例のローバースカウト１００ｋｍハイクが

実施されました。当団からは４名のスカウト（ＢＳ隊吉田隊長・

西村副長、ＣＳ隊飯島副長・平居副長）が参加し、この内吉

田・飯島の２名が完歩しました。 

今回の１００キロハイクは稲城市立稲城第六小学校をスタ

ート・ゴールとして多摩地域の１００キロコースを一昼夜かけ

て歩き通すものです。 

午後２時スタートし、全員好調に歩いていましたが、６４キ

ロ地点の第４ＣＰで平居君がリタイア、西村君は制限時間に

たどり着けず。ここからは残りの二人が頑張り、最後は２人

そろって歩いて同時にゴールイン、21時間 35分の記録でし

た。 

吉田君は 3 回目の挑戦での初完歩、なんと飯島君は初

挑戦での快挙でした。この行事には毎年当団からも多くの

スカウトが参加してきましたが、ここ数年は完歩者が出で

いませんでしたので久々のうれしいニュースとなりました。 

リタイアした 2 名もまた来年頑張ってくれるでしょう！ 

今年度は八王子方面での開催でした。私にとって今

年は三回目の１００ｋｍハイクであり、昨年、一昨年は７０

ｋｍ前後でリタイアしていたので三度目の正直で完歩

を目指しました。今年は 4 人で一緒に歩いていたので

すが、飯島君がとてもハイペースで引っ張ってくれた

ため、前半はかなり順調に進みました。しかし、やはり

次第に疲れがたまり７０ｋｍの地点で足が動かなくなっ

てしまいました。気持ちも折れそうになり 1 時間程チェ

ックポイントから動けず、リタイアも考えましたが、原山

隊長にゲキを飛ばされ、なんとか歩き飯島君と一緒に

完歩することが出来ました。今回は原山隊長と磯貝さ

んに付きっきりでサポートしていただいたこと、最後ま

で一緒に歩いた飯島君がいたからこそ完歩すること

が出来たと思います。この達成感はなかなか味わえ

ることはないと思うので、是非とも今スカウトの後輩

たちは完歩をめざして挑戦いただきたいと思います。 

林試の森までミニハイキングをしました。（往復で３キロで

す・笑） 到着して木の実拾いをしました。お昼のオニギリの後、おやつ

タイムに３種類の実を用意して、クイズ大会です。まずは栗の実やみか

んをべなから、木の実であることを学びました。最後にパイの実は？

「お菓子～」と元気に答えていました。 

広場では、尾っほ取りをしながら沢山走り回りました。 



 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ボーイスカウト目黒１団機関紙・らしんばん    編集・作成：団委員会広報担当     No.6４5 （SINCE1959）  

カブ隊は昨年度に続いてパインウッドダービーに

挑戦！11 月 2 日の隊集会では、一大イベントである

パインウッドダービーの準備を行いました。パインウ

ッドダービーとは、アメリカ発祥の競技で、パインウッ

ド(松の木)で作った車を競争させる、という迫力満

点のものです。本当はこの日に車の制作をする予

定でしたが、輸入品であるの制作キットが届かない

というハプニングが発生してしまい、急遽予定を変

更。車の設計をしてどんな車を作るかをみんなで考

えました。完成した設計図と、以前の組集会で作成

したシーターポンをスカウト全員で発表をしました。

スカウトはそれぞれポイントを押さえてうまく発表

できていました。 

目黒区ラリーは、毎年地区のスカウトたちが集まり、競技

形式でスカウト技能を競います。今年は 11 月 23 日に八雲小

学校にて行われました。 

ビーバー隊は障害物競走。南米の奥地を探検のイメージ。

カブ隊はロープを使ったカウボーイイメージ。そしてボーイ

部門のプログラムは救急法と手旗でした。午前中は救急法、

スタート地点で担架を作り、けが人のもとへ向かいます。た

どり着いたら、適切な応急処置を施し、ゴールへ向かいます。

ゴールへ向かう途中、けが人役のリーダーを落としてしまう

などという驚きのハプニングもありましたが、結果は 3 位で

した。昼食をはさんだ午後には手旗のプログラムがありまし

た。送信者のリーダーが打つ手旗を解読し、仲間にジェスチ

ャーで伝えるというプログラム。こちらの結果は 4 位と、順

位を少し下げてしまいました。しかし閉会式の総合順位発表

では、目黒１団ボーイ隊は見事全体の３位に輝きました。 

午後は他にも父母たちを交えた競技やクイズなどもあり楽

しい１日を過ごしました。 

 

 

 

当団の初代カブ隊長で、前育 

成会長、現在はＯＢ会会長の木 

村将先生【右側】が本年１０月 

で満 88 歳の米寿を迎えられまし 

た。旧ボーイスカウト東京２９ 

団時代の当時を知る方々がお集 

まりになり祝う会が催されまし 

た。 

当日は木村先生の下で副長を 

勤められた大野先生（現 84 歳） 

【左側】がこの春の叙勲で「瑞宝 

双光章」を受賞されましたので合わせてお祝いとな

りました。 

両先生のお元気なお姿と懐かしい顔ぶれがそろい

大変楽しい会となりました。昭和 29 年春にカブ隊が

発足した当時両先生は油面小学校教諭で、小城初代

団委員長の下でリーダーとして我が団に御奉仕をし

ていただきました。大野先生は機関紙「らしんばん」

の初代編集長です。 

・平成２６年１１月９日（日）開催 

・渋谷天厨菜館にて 

・出席者 総勢２４名（全員元リーダー団委員） 現

ボーイスカウト目黒１団より杉本育成会長、巌谷前

団委員長、幹事として田邉副団委員長が出席されま

した。 

お祝い会幹事 田邉建一朗 


